






















































2017年 ６ 月 中 に 調 査 用 紙 を 配 布 し， 回 収 し た。











3.07, SD = 0.60）が低実体条件（M = 2.03, SD = 0.55）







条件よりも共有意欲が低いことが示される（β = -.19, 
p < .05）一方，高実体条件による有意な効果は認め
られなかった（β = .12, p = .26）。仮説１は支持され
た。
　仮説２を検証するため，トービット回帰を用いた媒
介分析を行った。想定した発信者の注意焦点による媒
介効果は見られず，仮説２は支持されなかった。
　仮説３を検証するため，トービット回帰を用いた媒
介分析を行った。低実体条件では，相手の購入意欲の
推測が困難であり，その結果共有意欲が低下してい
た。仮説３は支持された。
４．考察
　以上の結果から，人々が自分の使用体験や感想を複
数の他者に対して積極的に共有しようとする現象は，
複数のクチコミ受信者にはなぜ情報を共有しにくいのか
―低実体性がクチコミ情報共有意欲に及ぼす効果の検討―
M165126　梁　　　庭　昌　　
― 70 ―
受信者が共通した特性をもった集団であるように発信
者に想定できるためだと説明できる。また，受信者に
とっての情報の有用性の推測による影響プロセスか
ら，複数の受信者に実体性を高く知覚した人は商品や
サービスについての多面的なクチコミを発信するので
はなく，受信者にとっての有用性を推測しやすかった
特定の側面についてだけ情報を発信しようとすること
があると考えられる。
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